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部局別予算要求方針 
 

部の現状、課題、予算要求方針等を記入して下さい。 

１ ３１年度予算要求にあたっての基本的な考え方(予算編成方針を踏まえて) 

  

 平成３１年度の予算編成の基本的考え方に示された、「総合計画」に掲げる 

 計画目標を達成するため、「北部地域活性化計画」の具現化に向け地域資源を 

 最大限に生かし、積極的な地域振興事業を推進し、北部地域の振興に北部振興 

局が全力で取組みます。 

また、丹生ダム建設事業中止による影響を最小限にとどめ、地域整備ととも 

 に、地域との協働により自主性を醸成できる地域づくりを図ります。 

 

２ 予算要求の重点事項（新年度の取組目標、新規施策等） 

   ※部局内での事業の優先順位及び必要性を明記すること。 

 （優先すべき事業） 

   ・丹生ダム対策事業および過疎振興事業 

・木之本宿まちなか再生事業 

・長浜市北部地域の魅力発信事業 

   ・びわ湖のてっぺんプロジェクト事業 

   ・地域おこし協力隊支援事業  

 （事業の必要性） 

・「丹生ダム建設事業の中止に伴う地域整備計画」に基づき、地元が早急に

実施を求めている消雪の修繕、落石対策事業を推進するため。 

   ・木之本地域を中心とした空家・空店舗対策は積極的な PR に努め、一定 

    の成果があり、今後も移住定住の窓口として成果が期待できるため。 

・北部地域の魅力をブラッシュアップし、情報発信することで、地域の 

    元気を取り戻し交流人口・定住の増加を図るため。 

   ・西浅井地域の魅力を住民と協働により再発見し、地域内外に発信して 

    移住定住と地域の継続的活性化を図るため。 

   ・第２期の地域おこし協力隊による地域活力の向上への寄与と委嘱期間 

    終了後の定住促進を図るため。 

３ 事務事業の再構築（事務事業の検証・見直し、選択と集中の結果） 

  事務事業については、従前どおり効率化と簡素化を図ることで、経常経費の 

 削減に努め、雪に負けないまちづくり支援事業補助金においては、高齢者向け 

 には、高齢者施策として実施されていることから、見直しを行った。 

  ダム建設事業の中止に伴う地域整備について、国県等の支援を取り組み事業 

 の推進を行う。 



 


